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東 南 ア ジ ア の 低 湿 地 林

4. 泥炭湿地林

山 田 勇*

LowlatldSwampForestsinSoutheastAsia

4. PeatSwampForest

lsamuYAMADA*

Thepeatswampforest,oneofthemostpeculiar

typesofvegetationinSoutheastAsia,isfound
inBorneo,SumatraandMalaysiaon dome-

shaped, oligotrophic and acid peat.The
characteristics of this forest include the

dominanceofShoreaalbida,whichattainsmore

than60mheightandcoversextensiveareasor
SarawakandBruneiinunistratalpurestands.

は じ め に

マングローブにくらペて,熱帯泥炭湿地林

の研究例は少ない｡同じ熱帯低湿地にありな

がら,泥炭湿地林が研究対象とされなかった

理由は,いくつか考えられる｡まず,マング

ローブの内陸側に位置するためのアプローチ

の困難さである｡ そして,林内に到達したと

しても,泥炭という足場の悪さが前進をちゅ

うちょさせる｡ しかも,マングローブにみら

れるような異形根や胎生種子などの関心をひ

く形態的,生態的特色は少ない｡それに加え
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Thevegetationonthepeatshowsthezonation
fromthemargintothecenterofthepeat,where
thedwarfed,highdensity,pole-sizeforestsappear.

Majorcomponentsineachzoneandspecies
characteristicsofShoreaalbidaaredescribed.

ForesttypesinSarawakandBruneiarecompared
withthoseinSumatraandKaJimantan.

て,病虫書についてはわけのわからぬ不安が

常につきまとう｡ 私の ささやかな経験から

ち,湿地林はできれば調査対象とはしたくな

いところであった｡

ところが,泥炭湿地林の材木をもとめて,

すでに1940年代には伐採がはじまった｡サラ

ワクで Andersonが湿地林の調査をはじめた

のは,この少しあとからである｡ 東南アジア

の泥炭湿地林について,唯一のまとまった仕

事として,いまだにかれの業績をこえるもの

はない｡

ここでは,主として1960年代に出版された

かれの仕事を中心に,熱帯泥炭湿地林のあら

ましをのペたい ｡



山巨い 東南アジアの低湿地林 (4)

雨林気候下であるとみてよい｡

Ⅰ 分 布 と 環 境

1. 分布

東南アジアで泥炭湿地林がみられるのは,

スマ トラ東部 低地, サラワク･ブルナイ低

地,マレー半島,西ニューギニア南部低地,

南フィリピンなどである (図 1)｡ 面積につ

いて,わかっているものでは,インドネシア

が 17×106ha[Coulter 1957],サラワクが

1.5×106ha [Anderson 1963],マレー半島

0.5×106ha[WyatトSmith 1963]という数字

がでている｡ これらのうち,かなりの部分は

伐採されているとみられるので,現在の実面

積はずっと少なくなっていると想定される｡

2. 環境

熱帯泥炭湿地林の成立する泥炭湿地の構造

は, ドーム状をなしている｡ これは,Polak

[1933]が,スマ トラ,ジャワ,ニューギニア

などでおこなった結果 も,サラワク･ブルナ

イの もの も同じである｡ 湿地は, 海岸より

もっとも離れたところがもっとも古 く, した

がってもっとも厚 くなり,明白にドーム状と

なる｡ 湿地の中央部ほど泥炭 の蓄積は大き

いが, 泥炭の底の深さはまちまちである｡

Rejangデルタのもっとも深い泥炭の底は,

平均海面よりも下に位置している｡ 泥炭の下

には黒泥土の薄い層がみられ,その下に,育

図1 マレー半島,ボルネオ,スマトラにおける泥炭湿地の

分布 [Andriesse 1974]

世界的にみると,中南米では,アマゾン低

地,カリブ海諸島,ギアナ低地などにみられ

て面積は 7×106ha,熱帯 アフリカでは 3×

106haと推定されている [Driessen 1978]｡

これらの地域における研究例は東南アジアよ

りもさらに少なく,かつ,経済林としての価

値 も低い.マングローブと同様,もっとも大

規模な熱帯泥炭湿地林がみられるのは,ボル

ネオ,スマ トラを中心とした東南アジアの多

色 じみた灰色または退色した黄色

粘土がみ られ る｡ 地下水位 は高

く,4月のブルナイで地表下 10

cm 程度である｡ 泥炭表面に川の

水が浸水してくることはない｡す

なわ ち, 水の供給は雨水だけに

よっている｡

泥炭は極端な貧栄養,酸性条件

下にあり,pHの値は3.85-4.15,

灼熱損量は77-94%である｡ 燐の

含有量が全般に低 く,湿地中央部

へい くに したが って養分が減少

し, とりわけ燐とカ リウムが少

な くなる傾向にある [Anderson

1964(b);Muller 1972]｡サラワ

クでは Baram 湿地の泥炭がもっともよく発

達 しているが,そこでのミネラル分は他の地

域よりずっと少なくなり, 灼熱損量は98-

100%になる｡

Il サラワク ･プルナイの泥炭湿地林

Anderson はサラワクの森林局に1954年か

ら奉職 し,1960年はじめには,サラワク･ブ
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ルナイの泥炭湿地林のほぼ完壁なモノグラフ

を完成 し,同時に生態学的な調査もおこなっ

た｡かれによれば, 5年間に,泥炭湿地林に

分布する全樹種の95%の完全な標本を作製 し

たという｡ 現在も,シンガポールに居をかま

えて,森林調査コンサルタントとして,東南

アジア各地の森林調査にたずさわっている｡

ここでは,かれの仕事によって,サラワク･

ブルナイの泥炭湿地林の概要をみたい｡

1. 泥炭湿地林の概要

この地区の泥炭湿地林は,サラワクの全国

土面積の8.4%,ブルナイの13.6%を占める｡

サラワクでは,主に RejangデルタとBaram

川ぞいに もっとも大規模に みられる｡ 特に

Maludam 半島 では もっとも広 く, マング

ロ-ブか ら内陸- 64km 入 りこみ, 1,070

km之をおおっている (図2)｡ブルナイでは,

Belait,Tutong,Temburongの各地区にみら

れる｡

泥炭湿地はすでにのべたように, ドーム状

であり,それぞれの湿地に発達する植生は,

周辺部から中心部に向かって連続的に変化 し

ていく｡Anderson[1961(b)]はこれらを6相

(phase)にわけたO 比較的よく発達 した泥炭

湿地での花粉 分析 結果では, 泥炭の深さは

13m に達 し,底はかたい粘土であった｡その

上には,Campnospermacoriaceum-Cyrto-
stachyslakka- SalaccaconjTerta群集がみら

れ, つづいて6相が 順番にあらわれた [An-

derson 1964(a);Muller1965;1972]｡これ

らの全遷移過程は Wilford[1960]により,

4,500年と推定されている｡ また,別のボー

リングでは,もっとも古い層にマングローブ

がみられるところから,マングローブから発

達 してきた泥炭湿地林の歴史がよみとれる｡

6相の森林型は,どの湿地にも出現するも

のではなく,たいていは,どれかが欠如 して

いる｡ 特に最終段階の第 6相は,もっともよ

く発達 した泥炭湿地にのみみられる｡

これらの泥炭湿地林には,のちにのべるよ

うに,さまざまな樹種が生育 しているが,サ

ラワク･ブルナイ周辺に分布する特異な樹種

として Shoreaalbidaがある｡Kapuas川の

河口からブルナイの Tutongにまで分布する

この樹種は,熱帯ではめず らしく純林を形成

し,泥炭湿地林を特徴づける特異種といえる

だろう｡

図2 サラワクの泥炭湿地林の分布 [Lee 1979]
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2. 森林の相観

泥炭湿地の発達にともなって,

変化する6相の概要は以下にまと

められる｡

(9 第 1相 :Gonystylus-Da-

ctylocladus- Neoscortechi-

nia群集 (混交湿地林)

湿地の縁辺に出現 し,比較的未

発達 の海岸湿地の広 い面積をお

おっている｡林冠は不均一で,最

上層は樹高 40-45m に達 し,各

階層はひじょうに混交 して,低地

フタバガキ林 と類似する｡ 主な優

占種は Gonystylusbancanus,Da-
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ctylocladusstenostachys, ならびに Shorea

albida以外の4種の Shorea (S.platycarpa,

S.rugosa,S.scabrida,S.uligl'nosa)である｡

中,下層にも多 くの種が出現するが,もっと

も分布の広 いものは Neoscortechiniakingii

と Alangl'um havilandiiである｡ 幹周囲 30

cm以上の木本種は 4,046m2あたり60-70種

みられる｡ 地表まで水位が上がることもしば

しばあり,サ トイモ科のものやスゲの仲間の

Thorachostachyumbancanum が豊富に出現す

る｡ ヤシのSalaccaconjTertaは,深い泥炭上で

は厚いやぶをなす｡

@ 第 2相 :Shorea albida-Gonystylus

-Stemonurus群集 (アラン林)

第 1相と第 3相の漸移帯に出現する｡ 林冠

は不均一で,しばしば幹周囲 3.7m をこえる

Shoreaalbidaの大木が優占する｡このような

大木はたいていが中空で,樹冠は大きな鹿の

角のような形をし,枯死寸前である｡ 同種の

中径木ならびに更新は全 くみられない ｡ 中,

下層は第 1相に出現する種とほぼ同じで,相

観も類似 して いる. Stemonurusumbellatus

は,幹周囲 30-60cm の小木で, もっとも

特色があり,ヒース林にも出現する｡

③ 第 3相 :Shoreaalbida優占種群集 (ア

ラン･ブンガ林)

サラワクの第2,第 4地区と, ブルナイの

Badas湿地をひじょうに広 くおおっている｡

Rejangデルタにはほとんどみられない｡ 上

層は平坦な単層林冠で, 樹高 50-60m の

Shoreaalbidaが haあたり88-125本みられ

る｡ 中層はほとんど欠如する｡ 下層はかなり

密で,しばしば単一種,Tetractomiaholttumii

か,または Cephalomappapaludlcolaか,あ

るいは Ganuacurtl'siiの いずれかが 優占す

る｡ 草本は ほとんどみられ ない.Pandanus

andersoniiが低木層に厚いやぶをつ くること

が多い ｡

(彰 第4相 :Shoreaalbida-Litsea-Pa-

rastemon群集 (パダン･アラン林,ま

′たはパダン･メダン林)

湿地の中央部に出現する｡ Rejang デルタ

や Baram 湿地の一部では,漸移帯となり,

林冠はやはり平坦で,高さ 30-37m の位置

に連続 してある｡ 構成樹の幹周囲は比較的小

さく,1.8m をこえるものはほとんどない｡

林相は棒が林立 したような,いわゆるポール

状となり,乾生型である｡優占種の主なもの

は Shoreaalbl'da(パダン･アランの場合)

と,Litseapalustris(パダン ･メダンの場

令)で,前者の密度はhaあたり350本に達す

る｡ほかに特徴的な種 として,Parastemon

spicatum,Combretocarpusrotundatus,Calo-

phyllumobliquinervumが挙げられる｡

@ # 5* :Tristania- Parastemon-

Pqlaquium##

第 4相と第 6相の間に,狭い帯状になって

出現する｡ 林冠は密で,わずかな突出木がみ

られ,平均樹高は 15-18m である｡ 密度は

高 く,haあたりに幹周囲 30cm以上の木が,

1,000-1,250本みられる｡ 各個体は小 さく,

幹周囲90cmをこえるものはまずない｡ もっ

とも豊富な種は,Tristaniaobovata,T.aff.

maingayi,Parastemonspl'catum,Palaquium

cochleariljTolium,Dactylocladusstenostachys

などである｡ 草本はほとんどみられない｡

(む 第6相 :Combretocarpus-Dactylocla一

血∫群集 (パダン･クルントウム)

ドーム状湿地の発達の最終段階に出現す

る｡Baram 川中流域の Marudiから上流に

かけての深い湿地に,広い面積にわたって分

布する｡乾生型の疎開林である｡ 大部分の個

体はいじけた形態を 示す｡ Combretocarpus

rotundatusは幹周囲 90cm をこえる唯一の

樹種だが,樹高は 12m 以下である｡ Dacty-

locladusstenostachys,Litseapalustris,Garci-

niarostrata などは多 く出現するが,かん木

程度の大きさである｡アリ植物とNepenthes
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は特に多い｡Thorachostachyumbancanum と も出現する｡しかも,低地フタバガキ林で優

pandanusridleyiは湿地表面 に豊富にみ ら 占す る Dipterocarpaceae,An acardiaceae,

れ,そういうところにはミズゴケ(Sphagnum Annonaceae,Euphorbiaceae, Guttiferae,

junghuhnianum)が出現する｡

この中で,6相に共通 して出

現す るのは Dactylocladusste-

nostachysのみであるが,大き

さは第 1相で幹周囲2.7-3mの

ものが,第6相では樹高 3mほ

どの小木となる｡一般に,泥炭

湿地が発達するにつれて,湿地

林の種数は-り,個体の大きさ

は小型化するが,高密度となる

現象がみられる｡

3. 主な種 ･属 ･種数

Anderson[1963]が泥炭湿地

林で収集 した標本数は1,706に

達 している｡ この内訳は,双子

薬類が1,528,単子葉類が106,

針葉樹類が6, シダ植物が66で

ある｡

このうち木本種は242種が記

録され,その中で38種は下層に

ある幹周囲30cm以下の小木で

ある｡東スマ トラの湿地の木本

種は100種以下であるとSewan-

dano[1938]は推定したが,サ

ラワク･ブルナイでは,1森林型

の中だけでも 4,046m2 の中に

75種が出現する｡泥炭湿地林と

いう条件下でも,森林構成要素

はかなり複雑であるといえる｡

表 1に泥炭湿地林に出現 した

属と種の数を科ごとに示 した｡

低地フタバガキ林でみられる科

は,Combretaceae,Lythraceae,

Styracaceae,Proteaceaeの4科

を除いて,すべて泥炭湿地林で
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Lauraceae, Leguminosae, Myrtaceae, Ru一

義 1 サラワク･ブルナイの泥炭湿地林の主要な科とその

属 ･種数ならびに生活型別数値 [Anderson 1963]
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料
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biaceae,Sapotaceaeなどは, 泥炭湿地林で

もかなりの割合を占めている｡

草本では,Nymphaceae,Limnanthemum,

Jussiaea,Ludwigiaなどの水生植物や双子菓

植物が欠如 してい る｡ おそ らく,泥炭湿地

の強酸性で嫌気的な条件 によ るため とお も

われるOまた,好石灰植物の Balsaminaceae

(Impatl'ens),Acanthaceae,Scrophulariaceae,

Begoniaceae,Gesneriaceaeなどもみ られな

い｡唯一の例外はAeschynanthus

hians(Gesneriaceae)だけであ

る｡ 優占度の高いものは Ara-

ceaeと Cyperaceaeの もので

ある｡

つる植物には多 くの科に属す

るものがあるが, 特に Anno-

naceae,Rubiaceae,Moraceae

のものが多い｡Capparidaceae,

Malpighiaceae, Solanaceae,

Acanthaceae の記録 はない｡

Convolvulaceaeには2種がみ

られるが,どちらもあまりみか

けない種である｡

4. 階層構造 と種

階層構造 はすで に みたよ う

に,混交湿地林でもっともよ く

発達 し,遷移がすすむにつれて

単純化する｡厳密な意味では細

かい検討を要するが,一般に泥

炭湿地林に広範囲に出現する典

型的な種を,表 2に階層に分類

して示 した｡

a) 上層

上層に優占するのは,やはり

フタバガキ科の もので ある｡

Shorea属の6種のうち,もっと

も特色のあるのは S.albidaで

ある｡個体の大きさ,密度,分

布域のどれをとっても第一級の樹種である｡

Shorea属以外で,有用樹 としてはGonystylus

bancanus,Dactylocladusstenostachys,Gopai-

ferapalustrisがある｡これ らの樹種が,主 と

して混交湿地林や,湿地周辺部の上層の80%

を占めている｡

b) 中層

この層 と下層には,Lauraceae,Euphorbi-

aceae,Guttiferae,Burseraceae,Ebenaceae,
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蓑2 サラワク･ブルナイの泥炭湿地林の階

層別主要構成種 [Anderson 1963]

高木 :

(i) 上層 (幹周囲 60ins.以上):

AIstoniaspathulata

Anisopteramarglnata

Artocarpusrigidus

Calophyllumretusum

Campnospermacoriacea

Casuarinasp.nov.

Combretocarpusrotundatus

Copaiferapalustris

Cratoxylonarborescens

Cratoxylonglaucum

Dacrydiumboccariiγar.subelatum

Dactylocladusstenostachys

Dilleniapulchella

Dipterocarpuscoriaceus

Dryobalanopsrappa
Duriocarinatus

Dyeralowii

Ganuamotleyana

Gonystylusbancanus

Gonystylusmalngayl

Koompassiamalaccensis

Litseapalustris

Lophopetalummultinervium

Melanorrhoeabeccarii

Melanorrhoeatricolor

Mezzettialeptopoda

Parartocarpusvenenosusssp.forbesii

Parastemonurophyllum

Parisbiasericea

Planchonellamalngayll

Shoreaalbida

Shoreainaequilateralis

Shoreap】atycarpa

Shorearugosaγar.uliginosa

Shoreascabrida

Shoreateysmanniana

Swintoniaglauca

Tetrameristaglabra

(ii) 中層 (幹周囲 24-60ins.):

Alanglumhayilandii

AIseodaphneinsignis
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AIseodaphnerigida

Amoorarubiginosa

Aromadendronnutans

Arthrophyllumrubiginosum

Bhesapamiculata

Blumeodendronsubrotundifolium

Blumeodendrontokbrai

Calophyllumfragrans

CalophyllumobliqulnerVum

Calophyllumsclerophyllum

Cotylelobiumfuscum

Ctenolophonparvifblius

Dacryodesincurvata

Dacryodesmacrocarpumγar.

maCrOCarpum
Dialiumlaurinum

Diospyrosevena

Diospyrosmalngayl

Diospyrospseudomalabarica

Elaeocarpusobtusifolius

Eugeniachristmannii

Eugeniahavilandii

Eugeniaincamata

Eugenianemestrina

Eugeniaspicata
Ganuacoriacea

Ganuapierrei

Garciniahavilandii

Garciniavidua

Gardeniapterocalyx

Goniothalamusandersonii

Gonystylusforbesii

Horsfieldiacrassifolia

Jackiaomata

Kokoonaovato-1anceolata

LithocarpuswenzlglanuS

Litseacylindrocarpa

Litseagracilipes

Litseagrandis

Litseanidularis

Longetiamalayana

Macarangacaladifblia

Mussaendopsisb∝cariana
Nepheliummalngayl

Palaquiumcochleariifolium

Palaqulum PSeudocuneatum
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(Continued)

Palaqulumridleyi

PalaqulumWalsurifolium

Parastemonspicatum

Parkiaslngularis
Plateaexcelsa

Polyalthiaglauca

Pometiapinnata∫.acuminata

Santirialaevigata

Santiriarubiginosaγar.rubiginosa
Santiriatomentosa

Sindoraleiocarpa

Stemonurusscorpioides

Tristaniaaff.malngayl

Tristaniagrandifblia
Tristaniaobovata

VaticamangachapoI

Xerospermummuricatum

XyloplaCOriifolia

(iii) 下層 (幹周囲 12-24ins.):

Antidesmacoriaceum

Baccaureabracteata

Brackenridgeahookeri

Canthiumdidymum

Caralliabrachiata

Cephalomappapaludicola

CryptocaryagrifRthiana

Cyathocalyxbiovulatus

Dilleniapulchellaγar.

Diospyroselliptifolia

Eugeniacerina

Garciniarostrata

Garciniatetrandra

Glochidionlucidum

Gomphandracomosa

Goniothalamusmalayanus

Gymnacrantheraeugeniifolia

var.grifhthii

llexhypoglauca

llexsclerophylloides

Knemakunstlerivar.kunstleri

Lithocarpussp.(9813)

Lithocarpussundaicus

Litsearesinosa

Mezzettiaumbellata

Naucleaparva

Neoscortechiniakingll

Pithecellobiumborneense

Polyalthiahypoleuca

PygeumparviflOrum

Samaderaindica

Stemonurusumbellatus

Sterculiarhoidirolia

Ternstroemiahosei

TemstroemiamagnifiCa

Tetractomiaholttumii

Timoniuspeduncularis

Xanthophyllumaff.Citrifolium

Xanthophyllumamoenum

(iv) 地表層(幹周囲 12ins.以下):

Antidesmaphanerophlebium

Ardisiacopelandii

Canthiumumbellatum

Chisochetumbrachyanthus

Cyrtostachysla∝a

Dehaasiasp.(9252)

Disepalumanomalum

Gaertnerabomeensis

lxorapyrantha

Polyalthiasp.(9059)

Tarennafragrans

低木 :

DaemonoropslonglpeS

Euthemisleucocarpa

Euthemisobtusifblius

Fagraealitoralis

Fagraearacemosa

Ficu.sdeltoideaγar.motleyana

Hanguanamalayana

lguanurasp.(12246)

Labisiapunctata∫.pumila

Labisiapunctata∫.punctata
Medinillahasseltii

Nepenthesbicalcarata

Nepenthesgracilis

Nepenthesrafnesiana
Pandanusandersonii

pandanusbrevirblius

Pandanusridleyi

Pinangasp.(12332)

Pleomelecantleyi
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(Continued)

Schefnerasubulata

Zalaccaconferta

草本 :

Aglaonemapictum

Alocasiabeccarii

Alocasialongiloba

Argostemmapsychotrioides

Bromheadiafinlaysoniana

Clerodendronfistulosum

CryptocorynepallidineⅣia

Cyrtospermalasiodes

Cystorchisvariegata

Globbapanicoides

Homalomenarostrata

Pipermuricatum

Podolasiastipitata

Thorachostachyumbancanum

Zeuxineviolascens

Fagaceae,An nonaceaeに属する多 くの種が

みられる｡ とりわけこの層によく出現するも

のには,Alangiumhavilandii,Blumeodendron

tokbrai,Ctenolophonparvlfolius,Diospyros

evena,D.pseudomalabarica,Kokoonaovato-

lanceolata,Palaquiumcochlearilfolium,Para-

stemonspicatum,Xyloplacorilfoliaがある｡

C) 下層

混交湿地林でもっともこの層に広 く出現す

るものは, Neoscortechim.aklngii,Cyatho-

calyxbl'ovulatus,Stemonurusumbellatusであ

る.Shoreaalbidaの純林の下層には,Tet-

ractomiaholttumiiとGephalomappapaludi-

colaがみられる｡

d) 地表層

IxorapyranthaはShoreaalbt'da林の下に,

Tarennafragransは混交湿地林に多い｡

(ア) 低木

双子薬類で低木に属するものはあまりない

が,湿地中央の疎開林には, Fl'cusdeltoidea

var.motleyana,Euthemisobtuslfolius,Labi-
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siapunctataf.punctata,Medinillahasseltliな

どがみられる｡ Nepenthesは各種あるが,坐

活型は低木とみた方がよく,林冠が疎開した

時のみ,つる性を示す｡

ヤシやタコノキの類では,無茎で有刺の

SalaccaconjTertaが混交湿地林の特に浅い泥

炭湿地に生育し,Pandanus andersonii は

Shoreaalbida林に大量に出現 して厚いやぶ

をつ くる｡ほかのタコノキでは Pandanus

brevlfoliusが混交湿地林に, P.ridleyiが

Baram川の湿地中央の低木林にでる｡
(イ) 草本

草本性の双子薬類はほとんど出現 しない｡

Argostemmapsychotrioidesは混交湿地林 に

多 く,ア リ植物の CIerodendronjistulosum

はあまりみかけることはないが分布は広い｡

サ トイモ科や スゲ属の類が かなり優占する

が,その中でももっとも優占度の高いものは

Thorachostachyumbancanumである. ほとん

どの サ トイモ科のもの, Aglaonemapt'ctum,

Homalomenarostrata,Alocasialongiloba,A.

beccariiなどは,地下水位の高い年中湿った

場所に生育する｡ 水生の サ トイモ科の αγ-

ptocorynepallidinerviaも川のちかくや 恒湿

地に多い｡逆に湿地中央部では,この科のも

のは全 くみられない｡

大型草本の Hanguanamalay?naも湿性の

場を好み,風倒木が根上がりしてできた穴に

よくみられる｡ 陸上性のランの Zeuxinevio-

lascensと Cystorchisvariegataは,混交湿

地林の落葉層の上に,美しいふ入りの葉を展

開させている｡

5. 着生植物とつる植物

熱帯では同じ植物が条件によってその生活

型をかえることがしばしばある｡ここでも,あ

る種のFl'cusやPoikilospermum,Pycnarrhena

borneensisなどは,まず着生植物として生活

をはじめ,根が湿地の表面に到達すると,そ
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れ以後 はよ じのぼ り植物として生長す る｡

また,Fagraealitoralisや Randia属のあ

るものは,着生植物ではじま り,のちに独

立 した低木となるo Shoredalbidaに着生す

る BulbophyIlum beccariiは,はじめは地表

からのよじのぼり植物として生長 し,のちに

幹上部にまつわりつ く着生植物となると考え

られて いる｡ さらに, Ficusdeltoideavar.

borneensisと Dischidianummulariaは,ふ

つうには樹冠部分の着生植物であるが,湿地

中央の疎開林では地上性となる｡これらの現

象は低湿地だけでなく,たとえばジャワの山

地林では,Vaccinium の類に,標高の低いと

ころではつる植物で,高 くなると低木になる

ものがある｡ しかし,上に挙げた種類以外の

ものは,ほぼ表 3のような生活型にわけるこ

とができる｡

a) 陽性着生植物

混交湿地林の Gonystylusbancanusと Da-

ctylocladusstenostachysらの樹皮はやわらか

い繊維質でできていることもあって,着生植

物がつきやすく,特にランが多 く,Bulbophy-

1lum vaginatum,Dendrobium merrillii,Eria

panned,E.aff.pulchellaなどはとりわけ豊富

に出現する｡Shoredalbidaには,この類の

着生植物は少ない｡湿地中央の低木林に限ら

れるものに, Dischl'diaspp.,Hydnophytum

forml'carum,Myrmecodiatuberosaがあり,

これらは疎開したヒース林にも出現する｡

b) 陰性着生植物

代表的なものはMedinillalaxiJloraとラン

の Liparislacerataである.ともに密な林分

の小木上,地上から 0.5-3m の範囲に着生

する｡

C) 大型つる植物

一般に泥炭湿地林では,つる植物,よじの

ぼり植物は低地 フタバガキ林ほど豊富で な

く, 種数も少なく, 大型でもない｡Shorea

albida林と湿地中央の森林型では,つる植物

表3 サラワク･ブルナイの泥炭湿地林の着生

植物とつる植物 [Anderson 1963]

着生植物

(i) 陽性着生植物 :

Adenoncossumatrana

Bulbophyllumvaglnatum

Dendrobiumaff.merrillii

Dischidiahirsuta

Dischidianummularia

Dischidiarafnesiana

Eriaobliqua

Eriapannea

Eriapulchella

Ficusdeltoideavar.deltoidea

Grammatophyllumspeciosum

Hoyacoronaria

Hydnophytumfbmicarum

Myrmecodiatuberosa

(ii) 陰性着生植物 :

Appendiculapendula

Bulbophyllumbeccarii

Dendrobiumcumulatum

Dipodiumpictum

Eulophiasqualida

Liparislacerata

Medinillalaxiflora

Pogonantherapulverulenta

Pycnarrhenabomeensis

つる植物

(i) 大型で上層に達するもの (地上へ根を下

ろす着生植物,しめ殺し植物を含む):

Calamussp.(4788)

Erycibeimpressa

Fibraureachloroleuca

Ficusacamptophylla

Ficusconsociata

Ficuscrassiramea

Ficusspathulifblia

Ficussundaica

Ficussundaicaγar.bOccariana

Ficusxylophylla
Grenachariabeccariana

Korthalsiarigida
Mitrelladielsii

Piperarborescens
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(Co血tinued)

PlectocomlOpSiswrayl
Roureamimosoidesformamimosoides

Tetrastigmasp.(12420)
Uncariaovalifolia

Willughbeiaglaucina

Zizyphussuluensis

(ii) 小型で下層に限られるもの:

Aeschynanthushians

Ampelocissusthyrsi且Ora

Connarussemidecandrus

EpipremnopsISmedia

Ficuscallicarpides
Ficusvillosa

Flagellariaindica

Gnetum neglectum
Lecananthuserubescens

Linostomalongi且Orum

Lucinaeamorinda

Medinillascandens

Nepenthesalbomarginata

Nepenthesampullaria

Pandanussp.(14545)

Psychotriasarmentosa

Rhaphidophoralobbii

はほとんどみられない｡ロタンはあるが,小

型で, 商業的価値に乏しく, 3種の うち,

Plectocomiopsiswrayii Korthalsiarigida

は豊富にみられ,後者は Shoreaalbidaと随

伴する｡

もっともよく出現する大型つる植物では,

Uncariaovallfoliaがあり,この樹液は飲料

となる｡ この種が伐採後の若い二次林に出現

すると,厚いヤブをつ くることになる｡ほか

によくみられるものに,Willughbeiaglaucina,

Fibraureachloroleuca,Mitrelladielsiiなどが

ある｡

Ficusの類は豊富で24種が記録されている｡

このうち,真性しめ殺し植物 (Strangler)は,

海岸近 くの浅い泥炭にみられる Ficuscrassi-

rameaを除いて少ない｡そのほかのものは,
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まず 着生植物として生活を はじめ,場合に

よっては母樹を枯らせてしまう半しめ殺 し植

物,または地上-根を垂下する着生植物とい

うべきものである. Ficusacamptophylla,F.

consociata,F.spathullfolia,F.xylophylla,F.

sundaicaなどが代表的なものであり,混交湿

地林の Gonystylusや Dactylocladus上に多

くみられる｡小型の Fl'cuscallicarpidesは

Shoredalbidaの板根上につ く.

d) 小型つる植物

Lecananthuserubescens,Luclnaeamorinda,

Medinilla scandens,Aeschynanthus hians,

Rhaphidophoralobbiiなどが代表的なもので

ある｡Nepenthesampullariaは泥炭湿地では

よじのぼり性だが,ヒース林では地上性であ

るO小さなまきつき植物のGnetumneglectum

は高さ 4.5m をこえることなく,Rejangデ

ルタや Maludam半島全体に出現するが,よ

くでくわすというものでもない｡

e) アリ植物

木本ではMacarangacaladlfoliaとM.pun-

cticulataがある｡前者は原生林に,後者は二

次林,特に耕作用に伐開された浅い泥炭地や

鉄道にそって純林状の林分をつ くる｡草本で

は ClerodendronJistulosumが天然林にでる｡

着生す るものでは, Dischl'dianummularia,

D.rajWeslana,Myrmecodiatuberosa,Hydno-

phytumformicarumがみられ,後二者は疎開

した低木林にみられる｡

r) 寄生植物

一般に泥炭湿地林には少ないが,Lepidaria

ovicepsは上層木の樹冠に寄生 し,大変目だっ

ている. 一方,Macrosolenbeccariiは中,下

層木の日陰に寄生 し,局所的にひじょうに豊

富に出現する. かん木に寄生する Henslowia

variansは疎開低木林にのみみられる.

6. シダ植物

a) 地上性シダ
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地上性のものは少ない ｡ Vl'ttariaelongata,

Schizolomacoriaceum,Syngrammalobbiana

などは,混交湿地林の根または呼吸根の上に

生育する｡Cyatheaglabraは無茎のへゴで,

Shoreaalbida林に局地的に多 くみられる｡

Schizaeamalaccanaはふつうには山地でよく

みかけられるが,低木林に Lycopodiumcer-

nuum とともにでる｡Ophioglossum interme-

dium は Rejangデルタの1カ所のみから報

告がある｡ Nephrolepisbiserrataは原生林に

はまれだが,伐採後火入れをおこなって完全

に疎開された二次林に,厚いヤブをつくって

いる｡

b) 着生シダ

シダほ顕花植物よりも光と温度に対する耐

性が強いので,着生シダを陽性と陰性に識別

するのは簡単ではない｡庭園やゴム林にもみ

られ,泥炭湿地にも出現するものに,陽性の

Aspleniumnidus,A.phyllitidl'S,陰性のPyrro-

sl'alonglfoll'a,Paragrammalonglfolt'aがあ

る｡ Humataangustataと H.pa,rvulaは多様

な生活型を示 し,陰陽どちらの条件にも生育

し,また,湿地中央部では地上性となる｡陰

性の典型は, Lycopodium phlegmart'avar.

divaricatumであり,この生育条件は,Medi-

nillalaxiPora,Liparislacerataと同じといえ

る｡よじのぼりシダは2種のみで,Stenoch-

laenapalustrisは海岸ちかくの浅い泥炭のい

ろいろな樹種の幹下部にみられるが,内陸に

入るにしたがって少なくなっていぐ｡また,

Teratophyllum ludensはかなり密な下層の陰

にみられる (表4)0

7. 新種

泥炭湿地林は Andersonの研究まで本格的

な研究は手つかずであっただけに,新種の数

も多い｡正確にはFloraMalesianaの完成を

またねばならないが,もっとも大きな発見は

Ll'tseapalustrisKostermansであった｡この

種はサラワク･ブルナイの湿地の中央部に豊

富に出現し,Rejangデルタの 中央部では,

表4 サラワク･ブルナイの泥炭湿地林のシ
ダ類 [Anderson 1963]

地上性シダ:

AspleniumlonglSSimum

Cyatheaglabra

Lindsayascandens∀ar.

terrestris

Lycopodiumcemuum

Nephrolepisbiserrata

Schizaeamalaccana

Schizolomacoriaceum

Syngrammalobbiana

Vittariaelongata

着生シダ :

(i) 陽性シダ:

Aspleniumnidus

Aspleniumphyllitidis

Crypsinusalbidopaleatus

Drynariainvoluta

Lecanopterissinuosa

Photinopterisspeciosa

Phymatodescrustacea

Platyceriumcoronarium

(ii) 陰性シダ:

Aspleniumglaucophyllum

Aspleniumtenerum

Crypsinusalbidopaleatus

Humataangustata

Humataparvula

Lycopodiumphlegmariaγar.

divaricatum

Lycopodiumpinifolium

Paragrammalongifblia

Polypodiumverrucosum

Pyrrosialongifolia

Selligueaheterocarpa

Vittariaensifbmis

Vittariahirta

つる性シダ:

Stenochlaenapalustris

Teratophyllumludens
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haあたり300本の純林が広い面積をおおって

いる｡このような新種がそれまで採集されな

かったことは,いかに泥炭湿地の調査がいき

わたっていなかったかを示すものであろう｡

その他の新種には,Gephalomappapaludl-l

colaAiry-Shaw,PandanusandersoniiH.St.

John,Knemaull'ginosaSinclair,Goniothala-

mussp.,Polyalthiasp.,FicuscaIlicarpides,

F.spathullfolia, F.supperforata,Perishea,

Xanthophyllum,Pl'per,Cinnamomum の各新

種があ り, 新属には Jarandersonia という

Tiliaceaeのものが発見されている｡

8. Shoreaalbida

すでに本文中でも何度かのべたように,こ

の樹種はサラワク･ブルナイの泥炭湿地林の

代表種である｡ 分布はボンティアナック周辺

からブルナイにまで広がり,主として泥炭湿

地に生育するほか, サ ラワクでは標高 60m

の白砂台地のモル上に,東北サラワクでは標

高 1,200m に,またクランガス林にも出現す

る [Ashton 1964;Browne 1955]｡生育状

況は数百平方キロメートルにわたって単純一

斉林をつ くるという,熱帯ではきわめてまれ

な樹種である｡

樹形は小木から超大木まで,さまざまな大

きさのものが出現する｡ 一般に樹高は湿地の

周辺部ほど高く,中心部へ向かうにつれて低

くなる｡ 大きいものでは樹高 70m,直径 2m

に達するものがある｡幹は通直,円筒形で,

厚 く大きな坂根は高さ5m,長さ 3.5m にな

り,地表には表面根が広がる｡樹冠は大きく

開いたドーム型で,上部は平坦である｡ 樹皮

は紫がかった茶色で,しばしば灰色じみた桃

色のように白くなる｡深い裂溝は長さ2mに

達 し,辺材は桃色で,心材は赤茶色である｡

この樹種 は虫 と雷に弱いことが報告 さ

れている [Anderson 1961(a);1964(b);

Brunig 1964]｡虫書に関して はじめての報
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告は1953年,Baram川ぞいのものである｡こ

の被害地は空中から明らかに識別でき,全面

積は75,000haと推定された｡つづいて1955

年の Puran 川ぞいの被害地は10-15年前の

被害と推定され,倒れて腐った幹と根株のみ

がみられ,Shoreaalbidaの更新は全 くみられ

なかった｡下層には幹周囲 30-60cm 級の,

Tetractomiaholttumiiと Quercussundaicus

が優占していた｡また,別の被害地は25-30

年前に食書されたと推定され,やはりShorea

albidaの更新はみられなかった｡下層には幹

周囲 90-120cmおよび 120-150cm級の木

が 多くみられ,特に Diospyrosferreavar.

buxlfoliaが優占していた｡樹高は 25-30m

で,周辺の無被害の Shoreaalbidaより20m

は低かった｡

Badas地区の被害にあってまもなくの林分

では,Shoreaalbida以外の樹種はすべて生き

残っており,やはりS.albidaの更新はみら

れなかった｡1948年の6カ月の間に被害をう

けたことがわかっているMaludam半島の林

分では,全被害面積が 62,500haにおよび,

被害木は1,542,000本と推定された｡ ここで

もほかの樹種は食事されておらず,部分的な

Shoredalbidaの更新がみられた｡ 無被害林

分では Gonystylusbancanusと Tetractomia

holttumliが優占していた｡

これらの被害に対し,当初は石油関係の汚

染による原因がさぐられたが,被害が湿地全

体におよんでいない点,他種が全 く害されて

いない点などから,生物学的原因が考え られ

た｡そして, ÙlatBulu'とよばれている,

毛虫の大発生による可能性がもっとも大きい

とされた｡この毛虫は長さ約 1.3cm,黒色の

鉛筆ほどの太さで,赤茶色,無毒,無痛の毛

がはえている｡大発生は米の収穫期の3,4月

におこり,数百万頭の幼虫が完全に地面をお

おいつくすといわれている｡

この被害は1950年以降ふえてきたもので,
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虫は同定されていないが,外来種である可能

性も大きい｡他の樹種の落葉現象も観察され

ているが,樹体が枯死することはない｡

また,熱帯では温帯にくらべて雷雨の頻度

が高い｡たとえば,1955年から1961年の間の

1年間の平均雷雨 日数はKuchingで109日,

雷鳴のきこえた日は163日におよぶ｡ この雷

による被害もかな りの ものが記録されてい

る｡

雷による被害地は円形状になっており,大

きいものでは直径 80-loom,6,000m2 くら

いになる｡ 被害は同心円状に広がり,落下地

点付近の中心部では,最上層のみならず,小

木に至るまで死滅する｡ 中心から少 し離れる

と,最上層木は死ぬが,小木の被害は少なく

なる｡ さらに外側になると,被害は最上層木

に限られ,しかも死ぬことはない｡

森林型からみれば,Shoreaalbida優占群集

がもっとも大きな被害をうける｡林冠が平坦

で,単一樹種が一様に分布 しているためとみ

られる｡ 1回の落雷で50本の木が死ぬことが

ある｡マングローブの Rhizophora林も,よ

くにた被害をうけやすい｡共通点として,早

純一斉な平坦林冠で,平坦地に生育 し,地下

水位が高いことがあるが,落雷と

の因果関係は解明されていない｡

一方,混交林では巨大木とその

周辺の数本の中,下層木に被害が

限られ る｡見落 しが ちではある

が,クランガス林や低地フタバガ

キ林にも雷の被害は多い. Shorea

albl'da林の落雷跡地には更新が豊

富にみられる場合があり,4m2あ

たり11.1本の椎樹が記録されたこ

とがある｡

さらに気象書の例として風害が

｢

.【
ー

る｡ 樹冠の小さな細い幹のものが大量に倒れ

る｡しかし,Shoreaalbidaは風害から再生す

る能力があり,古木をよくしらぺてみると,

その証拠をみつ けることができる｡ また,

Baram 川の風害の例では, 7本の Shorea

albidaが風で倒され,長さ 170m,幅 15m

の地表が完全に露出した｡そこでは豊富な更

新がみられ,2,000m2に7,000本の椎樹がみ

られた｡また,倒木の幹の上にも実生苗が生

育していた｡風倒のあとに豊作年がくると,

更新がうまくいく例はかなりみられるようで

ある｡Shoreaalbida優占群集での風害はそれ

ほどみられない｡

以上のべた虫害の跡は,空中からみると,

一斉林冠の 中に 巨大な 円形状に広がってみ

え (図 3), 雷書地は点状に枯れた幹枝がみ

えることです ぐに識別できる｡この樹種は,

ブルナイの暗赤色メランティの中でもっとも

重要であるが,更新の問題は未解決である｡

上にのべたように,被害跡地の更新状況はま

ちまちであって,今後の調査にまたねばなら

ないが,完全な陽光下で更新はきわめて良好

な状態で進行 し,生長はきわめて速いことは

実証されている｡ 豊作年は25年に1回くると

コ

田
口

田

口
E
)_

ある｡特に Shoreaalbida-Litsea i

-Parastemon群集が風に弱 く,

625haが風害 にあ った記録があ

図3 サラワクの Beluru森林保護区内の森林型 (サラワク

森林局による区分)とUlatBuluによる食害跡地 (図

中U.a.)[Lee 1979]
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いわれていて,1955年の豊作年 には第 3相

の Shoreaalbida優占群集では1haに81,600

本,第2相の森林型では64,800本の推樹がそ

れぞれ観察されている｡ また,第 4相の更新

は栄養系繁殖によるもので,Shoredalbidaの

椎樹やポール状のものの単位面積あたりの材

積はきわめて大きい｡Leo& Lee[1971]は

全サラワクの Shoreaalbidaの材横を 8×106

トンと推定している｡

材質的 には 中空で あったり, ブリットル

ハートが みられたり, また ひびわれ しやす

く,防腐剤の注入が困難であるなどの欠点が

ある｡しかし,加工や乾燥は容易であり,は

りや, 柱, 床板, 重構造材などの用途は広

い｡ 何よりもその蓄積の大きさは魅力であ

る｡ここにのペたこの樹種の性質を,さらに

科学的に,現場で,また実験的に追究 したう

えで, 更新方法を確立 し利用すべきで あろ

う ｡

Ⅱ 各地の泥炭湿地林

1. マレー半島

マレー半島では中部から南部にかけての海

岸地帯に泥炭湿地が出現する｡ 泥炭の厚さは

せいぜい 6m くらいで, 海岸線のす ぐうし

ろにみられる｡ 嫌気的条件下にあって,貧栄

養,強酸性であり,雨水のみの供給によるこ

となどは,サ ラワク･ブルナイと同じであ

る｡ 水は,みた目は黒色にちかく,すくって

光をあてると濃い紅茶色の,泥炭湿地独特の

色を示す｡西海岸の一部では粘土上に,東海

岸では砂上に出現する｡

上層木屑は樹高 30m で,密度はさまざま

であるが,低地フタバガキ林よりはすべてに

おいて小さい｡しばしばひじょうに疎開した

不連続な林冠を形成する｡突出木はみられな

い｡中層は6-18mで,よくうっペいしてい

る｡低木層の密度 も高低があり,密な場合は
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無茎のヤシが多 くなる｡ 地表植生は比較的貧

弱である [Whitmore 1975].

同心円状の帯状構造が み られ るのは南

Perakの HutanMelintangだけで,Shorea

uliginosaが周辺部で haあたり4.8本,内側

-入 ると30-51本み られ る [Wyatt-Smith

1963]｡種の数は限られ, 主なものはつぎの

とおりである [Wyatt-Smith 1961]｡

* i # :Amoora rubiginosa,Anisoptera

marginata,Blumeodendrontokbrai,Calophy-

llum retusum,C.scriblitlfolium,Cratoxylon

arborescens,CtenolophonparvLfolius,Dialium

patens,Duriocarl'natus,Eugeniaspp.,Ganua

motleyana,Gonystylusbancanus,Koompassia

malaccensl'S,Litseagrandl'S,Myristicalowl'-

ana,Neesia altissima,Palaquium ridleyi,

ParaStemOn urOPhyllum,Polyalthiaglauca,

Santt'rl'anana,Shoredplatycarpa,S.rugosa

var.uliginosa,S.teysmanniana,Stemonurus

capl'tatus,Tetrameristaglabra,Xylopiafusca.

そ の他 :Cyrtostachys lakka, Mapania

palustris,Nepenthesspp.,Pandanusartocar-

pol'des,Salaccaconferta,Stenochlaenapalusf-

ris.

東海岸と西海岸では植物相がことなるが,

詳しい種の分布については不明な点が多い｡

商業材としては,Gonystylusbancanus,Calo-

phyllum- Tetramerista,Cratoxylon arbo-

rescens,Koompassiamalaccensis,Durioca-

rinatusなどが重要で,サラワク･ブルナイの

第 1相の混交湿地林型のものが産出がよい｡

天然更新は一般に良好であるが,Gonystylus

bancanusと Tetrameristaglabraは天然林内

での更新はみ られない｡再生林に優占す る

のは早成樹種の Shoreaと Cratoxylonarbo-

rescensである. Koompassiamalaccensisは

深い湿地から,泥炭林の周辺部,低地のやせ

た土壌など,さまざまな立地条件下に生育す

る大木である｡
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泥炭湿地林を伐採し,耕作して放棄 した跡

地には,Macarangamaingayiが純林状にな

る｡Pellacalyxaxl'llarisと Scleriasp.ち,

よくでてくる種である｡ ジョホールでは浅い

泥炭湿地林はパイナップルやゴム林に転換さ

れている｡ マレー半島では,サラワク･ブル

ナイのように深い泥炭湿地は発達 しないが,

3m以上の泥炭地はや はり森林のままにお

くのが好ま しい とされている｡ 土壌面では

Coulter[1950;1957]の報告がある｡

2. インドネシア

いままでのべてきた泥炭湿地は今世紀に

入ってから研究されている｡ インドネシアの

泥炭の研究はずっと古 く, すでに1854年に

ジャワの浮島現象についてJunghuhn[1854]

が記載していると,Hewitt[1967]はのぺて

いる｡ それ以後,ジャワの泥炭や浮島,スマ

トラの泥炭の発見などの報告がつづき,それ

まで温帯や寒帯でしか泥炭は生成されないと

信 じていた学会も熱帯泥炭に注目し,報告香

もふえて くる｡

スマ トラを中心にした報告が多 く,南スマ

トラとリアウ州の低湿地林について Endert

[1920],vanBodegom [1922],Sewandano

[1938]などが, スマ トラ東海岸の泥炭につ

いて Mohr[1922]が報告しており,マレー

半島ではCooke[1930]の研究がある｡ そし

て,Polak[1933]によるスマ トラ, カ1)マ

ンタン,ジャワ,セレベスの泥炭研究が出版

される｡ 彼女はさらにインドネシアの泥炭の

概説をおこない [Polak 1950],ジャワの大

湿地の記載の中で浮島の起源と構成について

追究している [Polak 1951]｡最近では,マ

レ-シア熱帯域の泥炭についてまとめてい

る [Polak 1975]｡ 一方, はじめにのべた

Anderson[1976]は,スマ トラとカリマンタ

ンの調査をおこない,その概要を報告してい

る｡

このように,インドネシアにおける泥炭湿.

地研究の歴史は長いが,残念なことに,泥炭

湿地林のまとまったものはない｡ここでもま

た An derson[ibid.]によってスマ トラとカ

リマンタンの泥炭湿地林をみたい｡

スマ t.ラでは])アウ州に3カ所,カリマン

タンでは西カリマンタンに1カ所,中部カリ

マンタンに1カ所の調査地がえらばれ, トラ

ンセクト法によって調査された｡その結果,

スマ トラの方がカリマンタンよりも単位面積

あたりの立木本数は少ないが,材積はほぼ同

じであり,したがってスマ トラの方が大きな

個体が多いことが示された｡

混交湿地林型の林分では,上層種には,カ

リマ ンタンとスマ トラに共通するものが多

い｡ところが,疎開林型では,カリマンタン

で優占するものがスマ トラではみられないと

報告されている｡

スマ トラのリアウでの構成樹種は,混交湿

地林の上層に Duriocarinatus,Palaquium

burckii,Dyeralowii,Shoreaplatycarpa,S.

teysmanniana,S.uliginosaが,中層と下層に

は Knemaintermedia,Manglferahavilandl'i,

NeoscortechiniakingiT'がみられた.疎開林型

では,Gampnospermacoriaceaが haあた り

150本み られ,Parastemon urophyllum と

AIstoniapneumatophoraが中層および下層に

豊富で,時には上層にも達していた｡

別のプロットでは,混交湿地林の優占種は

Artocarpus rigidus,Gonystylus bancanus,

Palaquium burckiiで あ る｡疎 開林 で は

Eugeniaelll'ptilimba,Shoreateysmanniana,

Manglferahavilandiiなどの混交湿地林要素

が小木となって出現 した｡ボルネオの典型的

な疎開林要素である Combretocarpusrotun-

血J〟∫も記録された｡

さらにもうひとつのプロットでは,Strom-

bosiaJ'avanl'ca,Mezzettialeptopoda,Pala-

quiumwalsuraefolium,Koompassiamalaccen-
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sisが 移行帯に優占した.疎開林では Pala-

quiumburckiF'が haあたり200本出現し,ほ

か に Blumeodendron kurzii,Palaquium
walsuraefolium,Campnospermacoriaceaがみ

られた｡

一方,西カリマンタンでは混交湿地林の優

占種は,Parastemonurophyllum,Dlospyros

pseudomalabarica,Lb′eralowii,Gonystylus
bancanusなどであった.中層には,Blumeo-

dendrontokbrai,Alanglumhavilandii,Stemo-

nurusscorploidesがみられた｡疎開林には,

Palaquium cochleariljuium と Diospyros

evenaが haあたり,それぞれ440本と185本

と,ひじょうに高密であった｡

中部カリマンタンでは,どのプロットにも

Calophyllum が多く, 5種 (C.retusum,C.

sclerophyllum,C.lowii,C.soulattri,C.frag-

rα〝∫)が出現した｡川ぞいの疎開林は,浅い

泥炭の上にあり,たびたび洪水にあうところ

で,Combretocarpusrotundatus,Dl'ospyros

evena,Dactylocladusstenostachysが優占して

いたO混交湿地林ではCalophyllumとともに

Gonystylusbancanusが便占し,移行帯か ら

疎開林にかけてはPalaquiumburckiiが優占

した.中層と下層にはNeoscortechiniakurzii

と StemonurussecundiPorusが多 く出現 し

た｡疎開林でもっとも豊富にみ られたのは

Calophyllumretusum(395i/ha),Palaquium

cochlearilfolium(225本),Diospyrosevenaで

あった｡

以上の結果をまとめて示すと,両島に共通

な混交湿地林の優占種には,AIstonlapneu一

matophora,Campnospermacoriacea,Durio
carinatus,Dyeralowii,Gonystylusbancanus,

Koompassiamalaccensis,Lophopetalummul-

tinervium,MezzeEtialeptopoda,PaZaqulum

burckii,Parastemon urophyllum,.S:korea

platycarpa,S.teysmannt'ana,S.ult'gl.nOSa,

TetrameristaglabraがあるQ
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中層および下層で両島に共通なもので,し

かもかなり特徴のある樹種として,Blumeo-

dendron kurzit', B.tokbrai, Diospyros

pseudomalabarica,D.siamang,Engelhardtia

serrata,EugeniaelllPtilimba,Gymnacranthera

eugenilfolia,Horsjieldia crasslfolt'a,Ilex

hypoglauca,I.sclerophyllol'ies,Mangtfera

havllandii,Neoscoytechiniakingii,SantirL'a

laevigata,S.rubiginosaがある｡

疎開林型の泥炭湿地林で,カリマンタンに

豊富にみられた種で,スマ トラでは出現しな

いものに,Dactylocladusstenostachys,Dios-

pyrosevena･Garcinia.cunelfoZia･Lithocar-
pusdasystachyus,Palaquiumcocktearilfolium,

Parastemonspicatum,Stercullarhoidlfolia,

Xylopiacorllfoliaが挙げられる｡

立木密度についてはカリマンタンの混交湿

地林が 190本,疎開林が251本,スマ トラは

それぞれ99本と154本となり, カ リマンタ

ンの方が高密度である｡ しかし,平均の胸高

断面積合計に大差はなく,結果としてはじめ

にのべたように,スマ トラの方が個体が大き

いといえる｡種数に関しては,カリマンタン

の混交湿地林が もっとも多く,プロッ トあ

たり55種だが,疎開林では33種になり,ス

マ トラではそれぞれ37種と39種で大差はな

い｡これは土壌の栄養条件の差が大きく影響

していると思われる (表5)0

以上,カリマンタンとスマ トラの泥炭湿地

林についてのべたが,サラワク･ブルナイに

表5 カリマンタンとスマトラの泥炭湿地林の
比較 (0.2haあたり)[Anderson 1976]
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くらべて, 森林型の識別なども不明瞭で あ

り,いまの段階では相互比較をするわけには

いかない｡ 今後の 定量的な調査が必要であ

る｡

ⅠⅤ 森林開発の現状と問題点

サラワク･ブルナイの泥炭湿地林の開発は

1945年ごろにまず,Gonystylusbancanusの

伐採からはじまった｡サラワクで本格的な林

業開発がおこなわれたのは1950年代からであ

る [Lee 1972]｡湿地林が五つの森林型にわ

けられ, 全面積は 1,455,000haに達 してい

る｡ この うち689,000haが森林局の管理下

におかれている (表6)｡いうまでもなく混

交湿地林型の樹種がもっとも重要なものであ

り,Ramin(Gonystylusbancanus),Jongkong

(Dactylocladusstenostachys),Sepetirpaya

(Gopalferapalustris),Kapurpaya(Dryobala-

nopsrappa),4種の湿地性 Meranti(Shorea

platycarpa,S.rugosa,S.scabrida,S.uligl-

nosa)が挙げられる｡ これら以外にも,望ま

しい樹種として軽軟な材を有するもの 16種,

中庸なもの7種,重硬なもの 1種が開発の対

象とされている｡

Yap [1966]は泥炭湿地林の伐出を伝統的

なクダクダ方式 (木ぞり)から機械力による

表6 サラワクの森林分布の現況 [Lee 1979]
単位 1,(XX)ha

湿地林のタイプ l森林局管轄林 l州有刺 全面積
Mixed

SwampForest
AlanBatu

SwampForest
AlanBunga
SwampForest
PadangAlan
SwampForest
Padang戸aya
SwampForest

435

114

68

37

35

1,174

127

76

41

37

計 l 689 1766 I1,455

もの-転換することを提唱しているが,現実

には,あまり普及 していないようである｡ブ

ルナイで現在おこなわれているのもクダクダ

と軽便鉄道を併用 した方法である｡ これは政

府が定めた伐採区域まで,焼玉エンジンの軽

便鉄道を敷 く｡ 伐採は4人一組でチエンソー

をつかっておこなわれ,玉切りされた材は木

ぞりにのせ られて,人力でおして軽便鉄道ま

ではこぼれ,そこか ら川岸にある製材工場

までは鉄道ではこぼれ る｡ 鉄道の枕木には

Shoreaalbidaかつかわれ, 3年に1度とり

かえられる｡伐採する材の最低直径は 45cm

で,枝下高により3.7,4.3,4.9m の3種の長

さに適当に切りわけられる｡ ふつう1本から

3-4本の玉切り材がとれる｡人力によるこ

の作業は実に重労働であり,サラワクの若い

元気のいい作業員が若いうちだけやれるとい

われている｡

伐採後の処置については特に何ら規約はな

いが,一区画の伐採がすむと政府の役人が調

査 し,規定どおり伐採されたことが確認され

た場合にのみ, つぎの伐採区にすすむ こと

がで きる｡ 跡地更新についての規制はない

が, ほぼ皆伐状態になる伐採跡には Shorea

albidaの更新はあまりみられない｡ブルナイ

では,この更新をいかに促進するかが今後の

重要な課題となっている｡ 石油のおかげで材

を輸出する必要がないので,この国の林業は

たちおくれている｡

サラワクでは低湿地のとりあっかいについ

て, さまざまな試験をおこなっている [Lai

1976;1978;Lee 1972;1976;1977;1979]

が,いずれも試験がはじまったばかりで,今

後に期待する以外にない.Shoreaalbidaに関

しては,湿地よりも乾燥土壌の方が活着や生

育が良好であり,またライン･プランティン

グの場合などは,適当に上層木を疎開した方

が生長は促進されるが,あまり急激に疎開し

すぎると雑木が侵入 して生長を阻害すること
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もある｡

低湿地の条件では更新問題は簡単ではない

が,深い泥炭地は森林 として維持 していく以

外に道はないので,早急な試験設計が要求さ

れる｡ 混交湿地林の有用樹種の更新は旺盛で

あるが,問題は Shoreaalbidaである｡ 伐採

跡地,虫害,風倒跡地,天然林下などの更新

状況の長期にわたる調査とともに,苗畑や実

験室における種子,苗木,椎樹の生長試験の

つみ重ねが必要であろう｡

さらに重要なことは遺伝資源 としての保存

である｡ Anderson の識別 した六つの森林相

はサラワク･ブルナイに特有な,世界でも例

のない森林である｡小面積ではな く,できる

だけ大きな面積をかこいこみ,永久自然保護

地 として全生態系を維持 していかな ければ

な らない｡将来の遺伝資源 としての可能性 も

大きく,具体的な発掘はこれか らの課題であ

る｡
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